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３月５日、町総合体育館で本年度のフットサル大

会が開催され、小学生・中学生・一般の１２チームが

参加し、熱戦を繰り広げました。

試合は「小学校低学年の部」、「小学校高学年の

部」「「中学生・一般の部」に分かれ、リーグ戦など

で、７分間の試合が計１８試合行なわれました。結果

は次のとおりです。

【小学校低学年の部】

（優勝）イナズマジャパン（準優勝）雷門

【小学校高学年の部】

（優勝）チームＶ（準優勝）チームドラゴ３

【中学生・一般の部】

（優勝）SpeedyBoysFive（準優勝）豊頃アラサーズ

第４３回豊頃町少年剣道大会町内女性が料理作りで交流

フットサルで熱戦 民族歌舞団こぶし座が公演

３月４日、える夢館でＮＰＯ法人「民族歌舞団こ

ぶし座」の豊頃町公演（実行委員会主催、豊頃町教

育委員会・豊頃町文化協会後援）が開催され、約２００

人が全国各地の郷土芸能を楽しみました。

こぶし座は１９６５年に函館で発足した民族芸能を伝

承・公演する専門集団で、この日は岩手県の盆踊り

「三本柳さんさ踊り」で幕を開け、青森県の「嘉瀬

の奴踊り」、渡島管内松前町の「江差祭りばやし」な

ど８演目を披露しました。

ステージでは、出演者が笛や太鼓、三味線の演奏

も交え、各地の郷土芸能を生き生きと表現し、聴衆

は演目ごとに大きな拍手を送り、郷土芸能の魅力に

浸った一日でした。

３月１１日、第４３回豊頃町少年剣道大会（豊頃剣道

連盟主催）が豊頃小学校体育館で開催されました。

大会では、小・中学生による紅白試合や学年別の

個人戦が行われたほか、父母ら一般選手も参加して

少年団と親睦を図る親子剣道大会や親子選抜試合も

行われました。個人戦の結果と特別賞は次のとおり。

【小学生３年生以下の部】

（優勝）長瀬歩太、（準優勝）濱野永弥、（３位）遠藤令菜

【小学生４・５年生の部】

（優勝）後藤柚月、（準優勝）佐々木楓、（３位）松原奈穂

【中学生の部】

（優勝）山口芹奈、（準優勝）渡辺実佑、（３位）小笠原妃奈子

【最優秀選手賞（中村八郎杯）】長瀬飛和

３月１１日、える夢館調理実習室で、町内３団体に

よる実行委員会主催の「とよころ女性部交流会」が

開催され、ＪＡ、漁協、商工会の各女性部員３１人が

集まり、大津に事業所を持つ食品加工のエレゾ社（帯

広）の協力で、エゾシカ肉や大津産の海産物を使っ

た料理作りで交流を深めました。

同社の金子将人さんと伊藤博和さんを講師に招き、

エゾシカのカツレツ、大津産のホッキ、ツブを使っ

た魚介サラダ、ジャガイモのグラタン、バニラアイ

スの４品に挑戦しました。

カツレツを揚げるのには豊頃産の揚げ物用ナタネ

油を使用し、試食会ではこのエゾシカのカツレツが

好評でした。
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３月２４日と２５日に千歳市スポーツセンターなどで

開催される第２５回北海道ミニバスケットボール地区

選抜新人大会に出場する大津ミニバスケット少年団

の岡戸梨乃さん（大津小）、長濱明希さん（大津小）、武

野眞希さん（豊頃小）の３名が、３月１５日、教育委

員会を訪れ大会出場の挨拶をしました。

岡戸さんら３名は、地区ごとに１５人の選手で編成

されるチームの帯広地区選抜女子チームの一員に選

ばれ、「練習したことを出したい」「自分のできる

ことをしっかりやりたい」「みんなの期待にこたえ

られるようがんばりたい」と抱負を述べました。

大会では、帯広選抜チームは札幌や釧路などのチ

ームと４試合を行い、３勝１敗の成績でした。

地区選抜チームで道大会に出場 大津波に備えて防災訓練

３月１２日、大津小学校で地震と大津波を想定した防

災訓練を事前に子供たちに知らせず抜き打ちで実施し

ました。これまで避難していた大津地域コミュニティセ

ンターは大津波では危険になるため、乗用車で内陸部

の高台に移動するなどして避難方法を確認しました。

昼休み中に非常ベルで地震発生が知らされ、児童は

一旦安全な場所に身を隠し、続いて玄関前に集合した

後、児童と教職員が車に分乗し学校や海から約６キロ

内陸にある標高約２１メートルの道道の「カンカン坂」駐

車帯まで避難しました。地震から９分３０秒ほどで点呼

を終了し、目標の１０分以内を達成しました。

その後、大津市街地に造成された高さ１２メートルの

築山を確認し、高所作業車からの見学も行いました。

３月２３日、える夢館はるにれホ

ールで「デューク更家式ウォーキ

ング～健康づくり講座」が開催さ

れました。

今回の講座は、茂岩地域づくり

協議会・茂岩体育協会の主催によ

るもので、町教委の出前講座によ

り、ウォーキングスタイリストの

一條仁美さんを講師に招き、地域

住民ら３５人が参加しました。

このウォーキングはデューク更

家氏が考案した独自のエクササイ

ズで、骨格を整え、中・深層筋を

鍛えることにより自律神経が整い

体の中から活性されるものです。

２月２３日、地域貢献活動を行っ

た西江建設株式会社（帯広市、西

江靖幸社長：写真上）と宮坂建設

工業（帯広市、宮坂寿文社長：写

真中左）、株式会社平田建設（士

幌町、野中栄忠社長：写真中右）

に対して町から感謝状が贈られま

した。

西江建設は、町内公共施設の排

雪作業を行いました。

宮坂建設工業と平田建設は、町

が管理する二宮排水機場の遊水池

に堆積した土砂を除去し農業施設

保全に寄与されました。

また、３月１９日には、本町の防

災行政の推進に貢献した株式会社

遊佐組（池田町、遊佐隆社長：写

真下）に町から感謝状が贈られま

した。

遊佐組は、大津市街地に造成し

た築山に津波緊急避難場所看板を

作製し町に寄贈されたほか、大津

小学校で行われた防災訓練に協力

するなどしました。

地域貢献４社に感謝状ウォーキングで健康づくり


